
 

 

Ⅰ.平成２３年度 事業実施報告と次年度への課題 
今年度初めに事業計画を立案し、皆さんのご協力を得て計画的に実施してきたことの要約を報告します。 

防災会規則 

第４条(事業) 

平成２３年度 

事業計画 

平成２３年度 

事業実施報告 

次年度 

への課題 

１．防災についての

知識の普及に

関すること。 

 

防災知識の更なる普及 

－行政情報なども利用し

研修会、防災会だより、

HPなどを介して普及 

①新任自治会役員・班長を対象に防災研修

会開催 5/21 

②防災会役員・常任者を対象に研修会開催 

9/10 消火訓練 

1/29 市研修会の要点を紹介 

③その他―松風台防災活動を世間に紹介 

8/28 茅ヶ崎市松が丘ハイツ自治会 

10/25 栃木市自治会連合会 

 

２．防災訓練の実施

に関すること。 

 

防災訓練の充実 

－”松風台大災害発生時

行動指針”に基づく 

訓練 

予定していた訓練は全て開催済み  

8/06 救命講習会(消防本部主催) 

9/10 第1回防災訓練(消火) 

9/17 第2回防災訓練(避難移送など) 

10/22湘北地区防災訓練(自治連主催) 

2/12 第3回防災訓練(災害避難生活時の 

創意工夫) 

 

３．防災用資材、 

機材の備蓄及び

維持管理に関す

ること。 

防災用資材、機材の 

維持管理 

－主要設備(ｶﾞｿﾘﾝｴﾝｼﾞﾝ、

無線機)の日常点検 

①エンジン設備の定期点検方法見直 

  エンジン起動点検から 

  発電機・ポンプ性能点検へ移行 

②自治会夏祭りで発電機を夜の照明など 

に使用し実践的な訓練実施 

③無線機の呼出用語統一訓練実施 

○主要設備の 

性能定期点検

の定着 

(老朽化する 

主要設備の維

持・更新) 

４．その他、本会の

目的達成のた

め必要と思わ

れること。 

その他 

―自主防災体制見直検討

①ワーキンググループにより規則・指針類

の見直改訂案を作成 

 4/15総会にて審議・承認を得て 

平成24年度から適用予定。 

②自治会館に停電時非常用電源確保 

 1.5KWで全ての照明灯を利用可能 

  1/21自治会班長会議 

2/12避難生活訓練 などで試行済み 

○見直改訂する

規則・指針に基

づく活動開始 

 但し、近隣地区

へ避難する場

合は相手との

協議が残って

います 

 

Ⅱ.今年度当初課題 (防災会だより第３２､３３号 参照) の進捗 
①自助 : 電 気・ガス・水道 が使用不能になった場合の備えは完了しましたか? 

 ②近助： その後 <隣近所あいさつ声かけ励行の勧め> を追加しました。 

   大災害時の為のみならず、平和な日頃の 福祉の為、防犯の為、子供の育成の為、住環境維持の為にも。 

③共助 : 構築しつつある防災体制 (要員・資機材・ルール) は本当に有効に機能します? 

   要員は高齢化をリフレッシュできるように、資機材は主要設備性能点検の充実により 

いつでも稼働できるように、ルールは規則・指針の見直改訂案を作成しました。 
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Ⅲ.電気・ガス・水道が停止した時の 最適な自宅避難生活の工夫を 
防災会 南救護班長 有元佳子様 (民生委員・児童委員、湘北地区ボランティアセンター長) には、 

平成７年に発生した阪神淡路大震災の被災地に出向いて支援に尽力されて以来、１０数年間 毎年継続して、 

どこの自宅にでもある物を利用して避難生活の工夫をご指導して頂きました。 

その間、世の中には 様々な商品や工夫が誕生しました。 

各家庭に必要なものをもう一度 見直してみましょう。 

 

 

1.1夜の照明は        ・枕もとに懐中電灯を常備すれば安心です (ペン型LEDライトが便利) 

1.2 テレビ・ラジオは      ・テレビはあきらめて、携帯ラジオで情報を収集しましょう。 

1.3電話は           ・ 固定電話はダメでしょう、携帯電話はつながりにくくなります。 

1.4パソコンは           ・ 携帯用パソコンならOK、 但し電池切れ対策も。 

1.5台所の IH ヒーターは   ・あきらめて、代わりの方法を考えよう。 

 1.6風呂は            ・最近の風呂は停電しては お預けでしょう。 

1.7 エアコンは           ・あきらめて、 寒さ暑さ対策には別の方法を 

 

 

 

2.1台所のガスコンロは      ・あきらめて、代わりの方法を考えよう  (携帯式LPGコンロが便利) 

2.2風呂は             ・電気・ガス・水道の何れが欠けても お預けでしょう。 

2.3暖房装置は          ・これもあきらめて、衣類で寒さ対策を 

 

 

3.1飲み水は             ・飲料水２リットルペットボトルを多めに蓄えておけば安心です。 

3.2食料は             ・各家庭に必要な３日分の備蓄がされていますか?   賞味期限は? 

 3.3 トイレは             ・様々な簡易トイレが市販されています (用途に応じて選択してください) 

・庭に穴を掘る方法もあります。         ・常に風呂に貯めておく。 

・流し水を確保する方法も考えておこう  ・雨水タンクを庭に備える。 

3.4風呂は                 ・お預けでしょう。                   ・近くの川の水を汲んでくる。        

3.5洗濯は                 ・これも  お預けでしょう。  

                      ―以上― 

1.停電した 

2.都市ガスが止まった 

3.断水した 
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